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「聞き上手」になろう
宮城県・塩竃市立第一小学校・六年
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　僕は今年の夏休み、市内の各小中学校の生徒会を中心とした、児童生徒健全育成ボランティア『アルカス☆塩釜』のディスカッションに参加しました。今回話し合うテーマであった「いじめ撲滅に向けた取り組み」についてみんなで意見交換をし、いじめの未然防止の具体策をみんなで提案しました。
今回初めて参加した僕にとって、とても有意義な時間ではありましたが、帰宅してからふと、僕たちの話し合いは、本当に生かされるのだろうか、この話し合いによって、いじめが本当に無くなるのだろうか、という疑問がわいてしまいました。昔からよく、広告費をかけてタレントを起用して、いじめ撲滅ポスターを作ったり、学校でも「いじめはやめよう」と何万回も叫び続けてきたのにもかかわらず、ちっともいじめはなくなっていません。そしてこの瞬間も、どこかで誰かがいじめられているかもしれません。「いじめはやめよう」と呼びかけるのは正しいことだとは思うけれど、しかし、それが残念ながら、解決策になっていない気がします。だからといって、否定しているのではありません。まずは、この事実を受け止めないと何も変わらないのではないか、そして問題解決に向かううえで大切なのは、「いじめの正体」を知ることだと僕は思いました。
いじめをなくそうと、これまで僕たちは、いじめられた子の側の気持ちに立って見てきました。けれど、それでは解決できませんでした。ならば思い切って、いじめる子の側に立っていじめを見てみるとどうでしょうか。
すると見えてくる「いじめの正体」……。
僕はこんな経験をしたのを思い出しました。かつて、同級生に暴力をふるってしまう子がいました。でも、普段「乱暴な子」というレッテルを貼られているその子は、たまたま教室の場所がわからなくて泣いていた一年生の女の子に、一緒にその教室まで行って案内してあげていました。また、僕が給食当番で重い汁物を運んでいた時に、何も言わずに手伝ってくれました。「ありがとう」と言った僕の言葉に無反応でしたが、きっと本当は、誰よりも優しい子なのだと思いました。ではなぜ、暴力をふるってしまうのでしょうか。僕は、親が仕事で忙しいためにその子が話を聞いてもらえなかったり、親からよく怒鳴られたり叩かれたりすることを聞いていました。もしそれが本当だとしたら、その子はきっと、さびしかったのだと思います。さびしくて、みんなにかまってもらいたくて、暴力をふるって目立とうとしていたのかもしれません。あるいは、その日ごろのさびしいストレスを発散させせるために暴力をふるっていたのかもしれません。でも、その子の気持ちは誰にも分かりませんでした。先生が手をさしのべても、その子は素直になれずに背を向けているように見えました。
僕は今、学校生活を普通に送ることができ、家では学校での出来事をよく親に話すのですが、親は最後まで話を聞いてくれます。そして僕はいつも、「話を聞いてもらえる」だけで、自分の気持ちに共感してもらえたという安心感が得られます。ところがもし僕が、親にまったく話を聞いてもらえなかったり、日常的に怒鳴られたり叩かれたりしていたら、「さびしい」というストレスから心が荒れてしまい、周りに暴力をふるったり、誰かをいじめていたかもしれません。
そう考えると、話を聞いてくれる人は、本当にありがたい存在だと思います。話を聞いてくれる人がいるという事実だけで、「自分は一人ではない」と感じられ、いじめる側も人を攻撃しようとする気持ちはなくなり、いじめられる側も、日々を生き抜くための力になると思います。真剣に最後まで人の話を聞くというのは案外難しいです。けれども、話を聞くことで、みんなの今まで知らなかった性格や良いところが、新たに発見できるかもしれません。また、それだけでなく、話を聞いてあげるだけで、誰かの悩みや迷いが整理されたり、誰かの心が軽やかになったり、誰かの何かの役に立っているかもしれません。
だから僕は、これから「聞き上手」になろうと思います。話を聞いていれば、そのなかに、自分の考えや自分の価値観と合わないなと感じる部分があるかもしれません。それでも、それを否定したり反論したりせずに、まずは、最後まできちんと話を聞こうと思います。そして、僕が相手の話を最後まで真剣に聞くことを続けたら、それを見て同じように「聞き上手」の子が一人でも増えるのではないかと思います。
「聞き上手」の子がどんどん増えて、クラスのみんな一人一人が楽しく学校生活を送ることが出来ますように。
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